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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月14日(2009.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個人を識別するための辞書データとして、複数個の異なる期間のそれぞれにおける前記
個人を識別するための識別要素から抽出された特徴データから生成した複数個の期間辞書
データを備え、
　前記個人の前記異なる期間のそれぞれにおける識別は、対応する期間の前記期間辞書デ
ータを用いて行なうことを特徴とする個人識別装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の個人識別装置において、
　前記複数個の期間辞書データの期間のうちの、隣接する２つの期間に対応する期間辞書
データの期間は、互いに一部重複する期間を備える
　ことを特徴とする個人識別装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の個人識別装置において、
　前記個人から前記識別要素が取り込まれたときの時間が、前記隣接する２つの期間に対
応する期間辞書データの前記重複する期間内であるときには、いずれか一方の期間辞書デ
ータを用いて個人識別を行なう
　ことを特徴とする個人識別装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の個人識別装置において、
　前記いずれか一方の期間辞書データは、対応する期間に取り込まれた前記識別要素数が
多い方の辞書データとされる
　ことを特徴とする個人識別装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の個人識別装置において、
　前記複数個の期間辞書データのそれぞれが対応する期間の長さは、同一とされる
　ことを特徴とする個人識別装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の個人識別装置において、
　前記複数個の期間辞書データのそれぞれが対応する期間の長さは、可変とされる
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　ことを特徴とする個人識別装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の個人識別装置において、
　前記複数個の期間辞書データのそれぞれが対応する期間の長さは、前記期間における前
記個人の年齢に応じて可変とされる
　ことを特徴とする個人識別装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の個人識別装置において、
　前記期間辞書データは、対応する期間における前記個人の新たな前記識別要素を取得す
るたびに更新するものであって、
　前記識別要素から抽出された特徴データに対して、その取り込み時刻に応じた重み係数
で重み付けを行なって、前記期間辞書データを更新する
　ことを特徴とする個人識別装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の個人識別装置において、
　前記期間辞書データは、対応する期間における前記個人の新たな前記識別要素を取得す
るたびに更新するものであって、
　前記識別要素から抽出された特徴データに対して、前記取得された前記識別要素につい
て予め定められている基準条件からのずれに応じて定められている信頼度の情報に基づく
重み付けを行なって、前記期間辞書データを更新する
　ことを特徴とする個人識別装置。
【請求項１０】
　個人を識別するための辞書データとして、複数個の異なる期間のそれぞれにおける前記
個人を識別するための識別要素から抽出された特徴データから生成した複数個の期間辞書
データを用意し、
　前記個人の前記異なる期間のそれぞれにおける識別は、対応する期間の前記期間辞書デ
ータを用いて行なうことを特徴とする個人識別方法。
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